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くみあいニュース山口大学教職員組合（2021年９月 10日 Friday） 

第 245 号（2020 年度-第 11号）／電話：083-933-5034・メール：fuy-union@ma4.seikyou.ne.jp 

 

学長選考候補者と教職員との意見交換会開かれる 
活発な質疑応答（9月 8日午後 主会場：吉田大学会館） 

 

 注目の第一回学長候補者と教職員との意見交換会が、９月８日午後２時半から３時半まで、

吉田地区の大学会館大ホールを主会場に（小串地区,常盤地区およびWebexでの視聴参加）開催

されました。候補者 1名ではあるものの、これまでになく教職員の目線に立った大学運営を行う

としている「谷澤候補」から、生の言葉での思いを聴こうということで、吉田地区の大学会館

には４０名以上の参加がありました。全体で 100名前後の参加（推定）があるなか、出された

質問・意見へ「候補」から率直な「答弁」が行われました。 

 

「教職員の声を聴く」「教員以外の職員の意見反映 
システム構築」へ期待の声  しかしどう具体化するのか  

 

まず、谷澤候補から、自己紹介の後に山口大学の発展へ向けた基本構想と各

論説明が３０分程あった後、参加者との質疑応答が３０分弱行われました。５

名の方（吉田地区３名・Webex２名）から質問があり、それぞれ「回答」があり

ました。 

初めに、吉田会場で３名からの質問があり、教育学部の福田氏（組合委員長）か

ら、大学運営に関する基本的構えとして、「全ての教職員が誇りと喜びをもって職務に取り組める大学

を創造する」「ボトムアップとトップダウンの循環による合意形成」とされ、具体的構想としても「学

生、職員を含む全構成員が積極的に大学運営に参加できる仕組み」等とするなど、法人化後、「学長の

リーダーシップ」ばかり強調されてきたことに対して、一定の期待感ももてるが、そのことをどう具

体化するのかとの質問がありました。これに対する「回答」では、まず、「（自分は）本当にそう思っ

ている」とこれらを肯定したうえで、カリキュラムの作成に学生の意見を聞く、評議会が重要であり、

事務職員の参加も考えられるなどの説明がありました。 

 

教員の業績評価システム 「問題があれば見直す」との「回答」も 
 

 続いて、教育学部の森下氏から、「教員の業績評価システムについては導入したとしても、問題点が

あれば見直しが必要ではないか」「全学的なしくみについても検証を」と質問・要望が出され、「朝令

暮改はともかく、必要であれば変更することも考えていきたい」との「回答」がありました。 

 

事務職員の人員不足・業務逼迫 「学長の指揮で改善を」の声等も 
 

また、理学部長の野崎氏から事務職員が人員に対して仕事量が多く業務が逼迫して

いるので、事務業務の見直し等、新学長に指揮をとって欲しいとの要望、また、教

育組織のあり方・課題などについての問いかけがありました。谷澤候補からは、医

学部長時代の経験で事務職員が大変な状況であることはよく分っており、省力化も

含めて業務の洗い出しが必要との認識、及び教育プログラムのあり方などが語られました。 

全教職員配布 
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 宇部地区の 2 会場からは特に質問がありませんでしたが、Webex 視聴者からということで、医学部

長の篠田氏から山口大学の研究推進について学部と研究科・各センターとのあり方関係、工学部のモ

ハメド・モクスド氏から 20年後の山口大学の姿・発展へのアイデア等が問いかけられ、それぞれ、ご

自身の思いが語られました。 

 

折角の意見交換会、実質的な質疑 30分弱では不十分 
 

しかし、実際の質疑は 30分にも満たず、やや消化不良の感もあった意見交換会となりましたが、９

月 16日（木）には第二回の意見交換会が開催されます（主会場：常盤地区）。「教職員の声を聴く・反

映させる」大学運営をどう具体化し明日の山口大学をつくるのか、また、医療職・技術職員・非常勤

職員の業務改善・処遇問題等でも具体的な質疑が期待されます。 

 

 

 
 

 


